
 

 

１ 事前復興計画の対象ハザード（日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震） 

┃日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震の想定 

 

┃建物被害（最大：冬・深夜）         ┃避難者数 

揺れ 5 棟未満  津波による避難者  1,700 人 

液状化 70 棟  
避難者総数 直後 3,800 人 ２日後 3,200 人 

津波 1,100 棟  

急傾斜地崩壊・地震火災 5 棟未満  
避難所避難者 直後 ２,６０0 人 ２日後 2,100 人 

流氷による増加 5 棟未満  

津波火災 5 棟未満  
要配慮者 

550 人 

うち 190 人：65 歳以上の高齢単身者 屋外落下物 5 棟未満  

 

┃人的被害（最大：冬・深夜） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

将来人口推計（巨大地震による人口減を反映） 

2024 年〇月〇日 

 

２  人的・家屋等の被害想定 

┃想定する被害想定（冬・深夜） 

死者数は、冬季に避難率が低かった場合、2,300 人と想定されています。（むかわ町人口 R5.5：7,447 人） 

また、建物被害は、全壊 1,200 棟（うち津波被害 1,100 棟）と想定されています。 

想定する被害想定（冬・深夜） 

人的被害 
死者 2,300 人（津波） 30.1％ 

避難者数 1,700 人（冬・夕） 22.8％ 

建物被害 全壊 1,200 棟（うち津波被害 1,100 棟） 

 

 

死者数 

建物倒壊 5 人未満 

津波 （早期避難率高＋呼びかけ） 1,600 人 （早期避難率低） 2,300 人 

急傾斜地崩壊・地震火災 5 人未満 

負傷者 （早期避難率高＋呼びかけ） 5 人未満 （早期避難率低） 40 人 

要救助

者数 

揺れ 5 人未満 

津波 90 人 

低体温症要対処者数 1,100 人（冬・夕） 

 日本海溝モデル 千島海溝モデル 

想定する地震動 5 弱 5 強 

最大津波高 12 ｍ 7 ｍ 

津波到達時間 35 分（津波高＋1m） 63 分（津波高＋1m） 

浸水面積 17.3 k ㎡（浸水深１㎝以上） 7.2 k ㎡（浸水深１㎝以上） 

むかわ町事前復興計画における被害想定  
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国立社会保障・人口問題研究所では、将来の人口推移を推計してい

ます。仮に、2025 年に日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震が発生
し、死者が 2,300 人、北海道胆振東部地震と同等の人口流出（300
人）があったとすると 2,600 人の人口減少が生じ、人口規模 5,000
人を切ってしまいます。また、2045 年には人口は現在の約 3 割に減
少、限界集落の目安となる高齢化率が 50％に達します。 
 

人的被害分布図 

建物被害分布図 



 

 

３ 津波浸水想定 

┃設定条件 

千島海溝モデルにおいて震度 5 強が想定されており、最大津波高は 12m、平均津波高は 11m、津波到達時間は 40 分と想定されています。 

 
 

むかわ町事前復興計画における被害想定  

 

地震規模 震度５強（千島海溝モデル） 

最大津波高 12ｍ（日本海溝モデル） 到達時間 40 分 

平均津波高 11ｍ（日本海溝モデル） 

 

むかわ町津波浸水想定図 

むかわ町役場 

鵡川駅 

※これらのイメージ図はあくまでも想定地震による津

波の高さや津波により発生する瓦礫を再現したもの

であり、実際の被害とは異なる場合がございます。

また、浸水深が 3m 以上の建物は倒壊するものと仮

定していますが、実際には浸水深 2m 以上の範囲は

多くの建物被害が予想されます。 

 

JR 鵡川駅前における津波襲来イメージ（CG） 

 

鵡川駅 
旧 A コープ
CERES 店 

末広団地Ｃ棟 

（津波緊急避難場所） 
 

津波襲来後の市街地イメージ（CG） 


